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タイポグラフィとは

文字を読みやすく配置したり、
文字を使用して 1つのデザイン
を作ることです。
文字をデザインすることで、視
覚的な魅力や個性を表現するこ
とができます。
この冊子ではデザイン性のある
タイポグラフィをメインにまと
めています。
同じ言葉でも文字による印象の
違いを感じていただきたいです。



タイポグラフィ

×

日常言葉







KAWAIINE



KAWAIINEKAWAIINE











文字の形による印象の違いは感
じていただけたでしょうか。
またユニークさや個性も感じて
いただけていたら嬉しいです。
次ページからは、文字にイラス
トを組み込んだりしたタイポグ
ラフィを紹介します。
一文字でもインパクトのあるよ
うに仕上げていますのでそこに
注目していただきたいです。



タイポグラフィ

×

天気























いかがでしたか。
同じ文字でも表現によって印象
が違ったり、面白みが出るのが
わかりましたでしょうか。
普段日常生活でここまでデザイ
ンされた文字は頻繁に見ないか
もしれませんが、手書きの文字
などでも個性を感じることがで
きます。
この冊子を見て、文字の魅力を
感じていただていたら幸いです。




